
金か

な

田だ

英
樹
町
長
が
、
３
月
議
会

定
例
会
で
令
和
６
年
度
施
政

方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。
抜
粋
・
要

約
し
て
記
載
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
町
長
の
部
屋
」
に
全
文
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

未
来
へ
の
種
を
ま
き
、
新
し
い
大
津
へ

　
令
和
６
年
度
は
、
町
民
の
皆
様
か

ら
町
政
運
営
を
託
さ
れ
て
４
年
目
と

な
り
、
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
。
こ
の
３
年
間
で
、
本
町
を
と
り

ま
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
変
化
の
速
度
は
年
を

追
う
ご
と
に
加
速
し
て
お
り
、
役
場

と
し
て
は
先
を
見
通
し
な
が
ら
も
、

高
ま
る
不
確
実
性
や
変
化
に
対
し
て

も
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
、町
の
持
続
可
能
な
発
展
や
、

住
民
の
皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
中
間
駅
を

　
肥
後
大
津
駅
か
ら
阿
蘇
く
ま
も
と

空
港
ま
で
を
結
ぶ
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
の
中
間
付
近
に
設
け
ら
れ
る
見
込

み
で
あ
る
「
信
号
所
」
を
活
用
し
て

新
た
な
駅
を
設
置
し
、
商
業
施
設
や

住
宅
地
を
一
体
的
に
整
備
す
る
も
の

で
、
町
が
重
点
を
置
く
施
策
の
一
つ

で
す
。
現
時
点
で
は
中
間
駅
の
設
置

は
確
定
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
南
部
・
東
部
を
は
じ
め
町
全
体
の

活
性
化
や
生
活
利
便
性
向
上
、
さ
ら

に
は
町
全
体
で
不
足
し
つ
つ
あ
る
新

た
な
住
宅
用
地
の
確
保
に
向
け
て
も

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
実
現
に
向
け
た
調
査
や

計
画
づ
く
り
、
県
や
J
R
は
も
と
よ

り
、
議
会
や
住
民
の
皆
様
と
関
係
各

機
関
の
皆
様
と
の
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

工
業
団
地
一
帯
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

　
中
九
州
横
断
道
路
の
大
津
熊
本
区

間
が
開
通
し
、
さ
ら
に
北
側
復
旧
道

路
と
つ
な
が
れ
ば
、
本
町
の
交
通
面

で
の
優
位
性
は
ま
す
ま
す
向
上
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
地
の
利
を
活い

か
し
、
新
た
な

工
業
団
地
の
整
備
を
杉
水
地
区
で
進

め
て
い
ま
す
。
従
前
か
ら
の
課
題
で

あ
っ
た
周
辺
道
路
や
通
学
路
、
排
水

機
能
を
一
体
的
に
整
備
、
改
善
し
て

い
く
こ
と
で
、
民
間
開
発
が
活
発
化

し
て
い
る
エ
リ
ア
一
帯
の
急
激
な
変

化
に
対
応
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、

工
業
団
地
の
東
を
通
る
町
道
杉
水
水

迫
線
を
北
へ
延
長
し
、
県
道
熊
本
大

津
線
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
矢
護

川
地
区
と
の
ア
ク
セ
ス
性
も
向
上
さ

せ
、
北
部
地
域
全
体
の
振
興
に
も
つ

な
げ
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
像
を
描
く
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
見
直
し

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
町
内
の
動

向
は
も
と
よ
り
県
内
の
情
勢
や
近
隣

市
町
村
の
変
化
と
の
整
合
を
図
る
と

と
も
に
、
中
間
駅
や
工
業
団
地
に
つ

い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
開
発
が
急
増
し
、
地
価
も

高
騰
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
大

津
町
で
家
を
建
て
た
い
と
思
う
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
た

な
住
宅
エ
リ
ア
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
産
業
エ
リ
ア
と
居
住
エ
リ
ア
の

見
直
し
を
行
い
、
地
域
ご
と
の
構
想

も
磨
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

命を守る徹底した防災・防犯対策

町内産業支援と活性化

子育て支援・教育環境日本一のまちづくり

活気とにぎわいを生む仕組みづくり

町民に、より信頼され、愛される役場の実現

人生100年時代を見据えた福祉

1

5

2

4

6

3

■災害への備え
　　避難所の環境改善のため、大津町総合体育館のエアコ
ン整備に取り組むとともに、消防団拠点施設の機能向上
や防災行政無線の増設を行い、災害に備えます。

■トレーニングルームの活用
　　リニューアルされた大津町総合体育館内のトレーニン
グルームを活用して運動習慣を定着させる教室を開催
し、健康寿命の延伸を目指します。

■手話言語条例を制定
　　手話をはじめとする障がいの特性に応じた
コミュニケーション手段の利用を促進します。

令和６年度の具体的な施策

■支えあう地域づくり
　　コロナ禍を乗り越えた地域のつながりをつなぎなおす
とともに、新たに転入した人や外国籍の人も共に支えあ
える地域づくりに取り組みます。

■スマート農業の導入支援
　　営農を支援し、さらなる農業振興を図るため、農作業
の効率化・省力化に役立つロボット技術や ICTを活用す
る認定農業者に補助金を交付します。

■保育サービスの充実に向けた町立園の再編
　　 町立陣内幼稚園と町立大津保育園を統合して町立認定
こども園を新設し、子育て支援拠点施設と一体的に整備
したうえで、令和10年の開園を目指します。

■公共交通と免許返納
　　 まちなか運行バスの本格運行に取り組むとともに、
運転免許を自主返納した人にタクシー利用券とバス IC
カードを交付することで、高齢者の交通事故防止と外出
支援と公共交通の持続可能性向上を図ります。

■官民の強みを活かした組織づくり
　　民間企業経験者の職員が増えています。民間・行政の
価値観と経験値を融合し、相互の強みを活かした堅実か
つ新しい発想を生み出す組織づくりを進めます。

■商工業の振興
　　にぎわいを創出するとともに、商工業へ効果の波及を
目指し、大津町商工会、肥後おおづ観光協会と連携し、
４つの商店街の活性化や夜市イベントの定期開催に取り
組みます。

■みんなの公園プロジェクト
　　障がいがある子どもをはじめ、全ての子どもたちが楽
しく遊べるインクルーシブ遊具を設置し、移住者も含め
た子育て世代がつながる場所づくりを目指します。

■肥後大津駅周辺の整備
　　航空、鉄道、バス、道路の交通結節機能の強化、駅周
辺エリアの機能性・快適性の向上と町全体への活性化の
波及効果を狙い、肥後大津駅周辺まちづくり基本計画を
策定します。

■健全な財政運営
　　業務の効率化や補助財源の確保、ふるさと寄附金や企
業版ふるさと納税のさらなる磨き上げなどにも力を入
れ、健全な財政運営を堅持します。

■農地の確保と地下水保全
　　企業進出と農業振興を両立させるため、国や県と連携
し、遊休農地の活用に取り組みます。また、白川中流域
の農地を守るとともに、地下水の涵

かん
養をはじめ熊本の水

を守る取り組みを推進します。

■学校施設の老朽化対策
　　大津小学校の外壁・屋根改修、大津東小学校と大津北小学校の照明を LED
化に取り組み、子どもたちの教育環境を整えます。大津南小学校の建て替え
は、学校を核とした南部地域の活性化の視点をもって検討を進めます。

施政方針
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